ふだん 近くに いない 人々 にと つて、 岡 本 かの子さん 

の 訃報 はまこと に 突然であった。 その 朝 新聞 を ひろげ 

たら、 かの子 さんの 見紛 うことの ない 写真が 目に 入り、 

私 は その 剎那何 かの 事故で 怪我で もされた かと 感じた。 

そしたら、 それ は 訃報であって、 五日 も 前の ことで あつ 

た。 一 種 流れ 掠めて 行く もの を 感じた。 五日 も 前。 I 

初めて かの子 さんに 会った の は、 昔、 或る 会の 折で 

あった。 その 会に は 女が 二人し かいず、 その 一人 はか 

の 子さん、 一人 は 二十 一ぐ らいの 私であった。 従って、 

はじめから 終りまで 一緒に 並んで いて、 食卓に 向った 



底本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 十 一 巻」 新 日本 出版社 

1980 (昭和お) 年 ー 月^日 初版 発行 

1986 (昭和 S) 年 3 月^日 第 5 刷 発行 

親 本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 八 巻」 河 出 書房 

1952 (昭和^) 年^ 月 発行 

初出 ： 「中央 公論」 

1939 (昭和：^) 年 5 月 号 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： 来 田 進 

2 003 年 2 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



